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福岡県立嘉穂東高等学校同窓会報

特別版

▲イラスト提供　江頭 猛（高校36回生）
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活用させていただいております。母校への支援として、これまでサッ
カー部へフリーキック練習機「ベンケイ」を、英語課へICT（情報通信技
術）機器を寄贈し、百十周年事業においては、吹奏楽部練習場整備と楽
器購入・保健室整備・体育館の暗
幕を寄贈しました。
　加えて、同窓生の絆を一層深め
るため、在校生と同窓会との情報
交流を密にするための広報活動
にも力を注いでいます。
　今後も母校と連携を取りなが
ら、県の予算では賄えない教育環
境の充実にむけての支援を予定
しております。
　また、平成27年3月には同窓会
給付型奨学金を創設し、毎年、母
校校長室にて校長推薦で選ばれ
た数名の生徒に花田同窓会会長
より直接、奨学金が手渡しされて
おります。
　同窓会のさらなる充実と母校の
発展のため、年会費納入につきま
して皆様のご理解ご協力をお願
い申し上げます。

　雲ひとつない青空が広がる穏やかな天候のもと、第78期生224名の卒業式（卒業証書授与式）が厳粛に執り行
われました。春の訪れを感じさせるやわらかな日差しが校舎を包み込み、卒業生たちの新たな門出を祝福している
かのようでした。卒業生代表から、在校生に対し『努力を惜しまないでください、たとえ目に見える結果として残ら
なくても、その過程で考え、悩み、挑戦した経験は、必ず自分の中に残ります。どうか、自分の歩んできた過程を、自
分で否定しないでください』と、卒業生に対しては『今日同じ場所から離れても、ここで過ごした時間が私たちの土
台であることは変わりません。この学校で出会った仲間と過ごした日々を胸に、それぞれの場所でそれぞれの歩
みを進めていきましょう。私たちはそれぞれの未来へと歩み出します。ここでの出会いと学びに誇りを持ち、新たな一歩を踏み出していくことを誓いま
す』と力強い答辞が述べられ、会場は温かな拍手とともに感動に包まれました。悩み苦しんで仲間とともに協力しあった３年間の日々はこれからの人生に
おいて必ずや糧となることでしょう。卒業生のみなさん一人ひとりの今後の人生が光り輝く素晴らしいものであることを祈念しております。ご卒業、本当
におめでとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  広報部 部長　辻塚 恵子（高校42回生）

東陵・特別版の発刊にあたって 本年当番 高校53回生からのお知らせ

　今年も、同窓会各支部の総会が４月から各地で予定されています。そして、本部総会・懇親会も『東縁～集
え、時を超えて～』というスローガンのもと、53回当番生が頑張って準備しております。昨年は、学校体育館で
実施するという新しい試みに52回生が果敢に挑戦し成功を収めましたが、自分たちで会場設営や後片付け
をしなければならない等、今まで以上の労力と綿密な企画運営が必要でした。その反省を踏まえて、再び会場
を民間の会場に戻し実施する予定です。多数の皆様のご来場を願っております。　　
　『東陵』は、毎年２回発刊しています。春の『特別版』と秋の『東陵』です。秋の『東陵』は、本部同窓会総会に向けての作成なので、
配布部数が限られ、1,200冊程度です。それに対して、この『特別版』は、会員のほぼ全員に配布しておりますから発行部数は、１
7,000冊を超えています。それだけ、『特別版』はたくさんの同窓生・在校生に読まれています。編集部も、遠く離れた会員に高校や
飯塚地域のことを出来るだけお知らせ出来ればと頑張っています。今回も、無事、東陵特別版が発刊出来たことは、嬉しい限りで
す。編集等に携わられた広報部の皆さん、ありがとうございました。
　最後に、同窓会会長として至らない点も多々あろうかと存じますが、会員の皆様には引き続き、本校同窓会にご協力をお願い申
し上げますと共に、皆様の御多幸と御健勝をお祈り申し上げご挨拶と致します。

　2026年同窓会総会・懇親会の実行委員長を務めさせていただきます、53回生の島川佳代と申します。どうぞよろしくお
願いいたします。本年の同窓会は、2026年11月7日（土曜日）、パドドゥ・ル・コトブキ（ことぶき会館本館）にて開催いたし
ます。2年連続での会場変更となり、ご不便をおかけいたしますが、皆様に心から楽しんでいただけるよう、当番生一同準備
を進めております。今年のスローガンは「東縁（ひがしえにし）」です。伝統色であるえんじ色をテーマカラーとし、ツバメを
イメージしたデザインを採用いたしました。嘉女・嘉穂東でつながったご縁を大切にし、舞い戻ってくるツバメのように、再
び皆様とお会いできることを心より楽しみにしております。

2026年 嘉女・嘉穂東高校同窓会 総会　実行委員会 委員長　島川 佳代（高校53回生）

福岡県立嘉穂東高等学校（全日制）同窓会　会長　花田  正（高校23回生）

　高校54回生(平成14年卒)、高校55回生(平成15年卒)同窓会委員への当番説明会を立岩交流センターにて開
催いたしました。役員会主催で、来年当番を迎える54回生、再来年当番を迎える55回生の同窓会委員を迎え、当
番の流れ(実行委員会準備から解散までの概要・組織図の例)を説明いたしました。早めに声掛けをすることにより、
11月の総会・懇親会で「次期当番生」としての準備が少しでもスムーズにできればと思います。今年の当番53回
生も同席し、今後の情報交換のための顔合わせができました。当番生の皆さんよろしくお願いします。

企画部 部長　眞﨑 偉作（高校48回生）

　今年も例年通り、４月第一土曜日に開催いたします。今年は熊本地震から10年目の年です。その後、コロナ禍、水害と度重なるアクシデントがありまし
たが、こうして21回目を迎えられましたことは、熊本に遊びに来て下さる皆様のおかげと、あらためてお礼申し上げます。
　今年も、嘉女26回前田さんとお電話を繋いで、校歌を歌っていただく予定です。４月で100歳になられます。また恒例の「復興城主くじ」は10年目の今
年で最後となるかもしれません。是非、最後の城主を引き当ててください。お問い合わせはアークホテル熊本城前まで、よろしくお願いいたします。

代表　畠山（金井） 祐子（高校32回生）

　第17回の総会・懇親会を迎えることになりました。関西支部では同じ学舎で過ごした仲間の集う場所として「生き生きと交流できる支部」をモットーに
企画運営しています。特に卒業後関西に居住した若い人から中堅の卒業生にはこの同窓の集まりを活用して欲しいと願っています。
　経験豊かな80代から会社の中堅として頑張っている40代まで大阪、神戸、京都、奈良、名古屋在住の優しい先輩が待っています。是非関西支部総会・
懇親会に足を運んでください。大歓迎でお待ちしています。

関西支部 支部長　伊藤 日出雄（高校21回生）

　今年も博多に熱い夏がやってきます！ 6月２７日(土)、八仙閣本店にて、第３３回福岡支部総会・懇親会を開催します。昨年は、約１２０名の同窓生が、博
多の街に集い、語らい、笑い、踊り、楽しいひと時を過ごしました。今年もまた、たくさんの方々に、喜びと感動を与えるような企画を用意して、皆様のお出
でをお待ちしております。お誘いあわせの上ぜひお越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡支部 支部長　小川 民夫（高校20回生）

2026年嘉女・嘉穂東高等学校 同窓会総会・懇親会の案内

2026年11月7日（土）12：00〈総会〉13：00〈懇親会〉
スローガン：「東縁（ひがしえにし）～集え、時を超えて～」

同窓会当番説明会 ■2026年2月18日(水）

同窓会公式ホームページでは、同窓生の皆様からの情報をお待ちしております。
嘉穂東高校同窓会●同窓会公式ホームページアドレスは https://kahohigashi-doso.net です。

編 集
後 記

2026年
同窓会総会　実行委員長

島川 佳代
高校53回生

令和7年度 嘉穂東高校同窓会入会式 ■2026年2月28日（土）

令和7年度 嘉穂東高校卒業式 ■2026年3月1日（日）

　卒業式の前日に、母校体育館において同窓会入会式が行なわれました。今年は、第78期生224名の卒業生が同窓
会の会員となりました。花田同窓会会長から、入会の歓迎挨拶と同窓会の目的や活動報告、年2回発行している会報
「東陵」や「嘉穂東高校同窓会給付型奨学金」制度について詳細に説明がありました。続いて、各クラスの幹事が紹介
され、幹事代表の田村一斗君が「それぞれの道に旅立ちますが、本校の卒業生としての誇りと同窓会の一員であると
いう自覚を持ち、日々精進を重ねていくことを誓います」と力強く挨拶をしました。高校生活の中で得た経験や学びは、
かけがえのないものとして、皆さんの中に残り続けることでしょう。自信を持って、次のステージへ進んでください。

同窓会 副会長　野見山 洋子（高校25回生）

2026年の「嘉女・嘉穂東会inくまもと」および、
各支部の日程【予定】

嘉女・嘉穂東会inくまもと

お知らせ

　厳しい冬もようやく出口が見え、桜の開花が待ち遠しい季節になりました。今年の当番53回生のインスタグラムを覗けば
懐かしい思い出がたくさんよみがえってきます。冊子をひらけば、当時の仲間の笑顔や声が思い浮かび、心が温かくなる。
ページをめくるひとときが、皆様にとっても懐かしい再会の場となればうれしく思います。そしてこのご縁がこれからも続き、
新しい思い出を積み重ねていければなによりです。一人でも多くの方に、同窓会のこと知って.いただきたいと思っています、
お友達や同級生に同窓会のホームページや東陵のことを話してもらえると幸いです。より多くの卒業生の皆さんに活動を
知ってもらい、交流の場を広げていけたらと考えています。
　今後も「東陵」「東陵・特別版」に加え、同窓会の公式ホームページで皆様からメッセージや多岐に亘る情報を発信してまい
ります。卒業生のご活躍や同期会の報告、恩師の近況など皆様からの様々な情報お待ちしております。

広報部 部長　辻塚恵子（高校42回生）

■開催日：2026年4月4日（土） 11時30分より
■場所：アークホテル熊本城前「朝顔の間」

関西支部 ■開催日：2026年4月18日（土） 受付11時、開会12時より
■場所：天満橋・大阪キャッスルホテル３F　錦城閣　京阪電車/地下鉄・天満橋駅上

東京支部 ■開催日：2026年6月6日（土） 13時より
■場所：ホテルグランドアーク半蔵門

福岡支部 ■開催日：2026年6月27日（土） 受付：13時、総会：14時、懇親会：15時
■場所：八仙閣 本店

同窓会支部だよ
り

総会・懇親会案内【
予定】

会　　　長 花　田　　正　（高23）
副　会　長 原　田　佳　尚（高25）

野見山　洋　子（高25）
緒　方　圭　子（高25）
植　野　　徹　（高37）

広 報 部 長 辻　塚　恵　子（高42）
企 画 部 長 眞　﨑　偉　作（高48）
監　　　事 大　塚　修　一（高19）

監　　　事 花　村　憲　次（高23）

支　部　長 小　川　民　夫（高20）
副 支 部 長 藤　　　正   敏（高18）

山　内　真紀子（高19）
事 務 局 長 野見山　清　豪（高24）
事務局次長 宮　武　信　介（高47）
広 報 局 長 原　中　圭　子（高35）
広報局次長 戸　田　　　徹（高46）
会　　　計 入　江　裕　章（高21）

淀　川　雄　治（高21）

幹　事　長 野見山　武　典（高25）
副 幹 事 長 山　本　美　輝（高38）
会 計 監 査 里　　　弘　和（高22）

高　尾　英　樹（高28）

支　部　長 伊　藤　房　憲（高20）
副支部長（渉外） 井　手　せつ子（高17）
副支部長／事務局 田　原　親　志（高20）
副 支 部 長
／広報・事務局補佐 柴　田　芳　彰（高22）
事務局員／会計 村　山　夕紀子（高20）

会 計 監 査 豊　田　俊　文（高18）
花　田　扶弘美（高22）

支　部　長 伊　藤　日出雄（高21）
副 支 部 長 浅　川　　　浩（高27）
副 支 部 長 森　藤　健　文（高50）
事 務 局 長 花　村　二　郎（高26）
会　　　計 平　田　和　洋（高27）
会 計 監 査 冨　家　久美子（高24）
顧　　　問 長谷川　浩　二（高16）

本部役員

同窓会役員の紹介
福岡支部役員

東京支部役員

関西支部役員

嘉女・嘉穂東
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会場：パドドゥ・ル・コトブキ（ことぶき会館）

53回生当番

2026年11月7日[土]
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カー部へフリーキック練習機「ベンケイ」を、英語課へICT（情報通信技
術）機器を寄贈し、百十周年事業においては、吹奏楽部練習場整備と楽
器購入・保健室整備・体育館の暗

　加えて、同窓生の絆を一層深め
るため、在校生と同窓会との情報
交流を密にするための広報活動

　今後も母校と連携を取りなが
ら、県の予算では賄えない教育環
境の充実にむけての支援を予定

　また、平成27年3月には同窓会
給付型奨学金を創設し、毎年、母
校校長室にて校長推薦で選ばれ
た数名の生徒に花田同窓会会長
より直接、奨学金が手渡しされて

年会費ってなに？ 同窓会ってなにをやってるの？

▶各支部総会祝儀・旅費　▶本部総会来賓旅費　▶学校行事祝儀　▶卒業生への同窓会入会祝　▶部活動遠征費
▶地域グローバルリーダー育成研修費 ▶英語科活性化ビデオ作成費　▶体育祭経費　▶進路相談等経費
▶会報「東陵」の発行（毎年1回、約1,200部、総会・懇親会の参加者および在校生、各支部へ郵送）
▶同窓会ホームページの維持・管理費 など、毎年総会で報告しています。

●どんな事に使っているの？

●同窓会の主な収入は？（令和6年度決算より）

同窓会はこれからも母校発展の支援と、同窓生の絆を深める活動を続けてまいります。

▶会報「東陵・特別版」の制作・発送費（毎年1回、全国の会員および在校生へ約17,000通）
▶同窓会奨学金積立金へ繰入れ　▶同窓会クラブ後援会へ繰入れ　▶学校への物品購入支援

正会員（同窓生）会費
2,010,241円（715件）

準会員（在校生）会費
1,636,800円（682名）

新入生より入会金
956,000円（239名） 寄付金など

239,227円

この広報誌
です！

　東京支部は昭和５４年の発足以来、多くの先輩方に支えられ、今年で第４５回目の総会・懇親会を迎えます。母校を想う気持ちと世代を超えたつながり
は今も変わりません。思い出を語り合い、校歌を共に歌うひとときは、一体感を呼び起こします。
　今年の当番期は２６回生で、飯塚からの参加も期待されます。皆さまに楽しんでいただけるよう企画を準備しておりますので、ぜひご参加ください。

東京支部 支部長　伊藤 房徳（高校20回生）

53回生実行委員会のInstagram

実行委員の活動や嘉穂東高校のことなどをお伝えしています。
ぜひご覧いただき母校への想いをはせてほしいです。

いいね・フォローお願いします！

同窓会公式インスタグラムを開設しました！

いいね・フォロー

お願いします！

同窓会行事や母校の最新情報、懐かしい写真を随時アップしていきます。
「あの人は今？」「思い出の校舎」など、会報の紙面では載せきれない情報
をリアルタイムで配信します。ぜひフォローしてください。

右の二次元コードでもご覧いただ
けます

開催日

パドドゥ・ル・コトブキ（ことぶき会館本館）会　場

　平成24年8月の臨時総会において規約改正が承認され、同窓会会
員の皆様から年会費（3,000円）をご納入いただく事が決定しました。
　同窓会の活動費は従来、在校生からの同窓会入会金・年会費のみで
賄われておりましたが、生徒数の減少により会費収入も減少し、将来に
向けて組織活性化のための財政基盤の確立が求められておりました。
　納入いただいた貴重な年会費につきましては、母校生徒の学習や部
活動、その他学校行事・学校教育活動全般への支援を充実させるため
の資金、及び同窓会報「東陵」の広報活動資金等、同窓会活動の資金に



　真夏日の暑い中、120人弱の同窓生の出席を得て盛会裡に終えること
が出来ました。役員、幹事の皆さん、お疲れさまでした。そして三宅実行委
員長を初め本年度当番52回生の皆さんには当日の運営について大変お
世話になりました。皆さん、ありがとうございました
　母校嘉穂東から井地校長、同窓会本部から花田会長、関西支部から伊藤
支部長、東京支部から田原副支部長、熊本会からは畠山代表をはじめ多く
のご来賓にもお越しいただきありがとうございました。
　総会講演会では、元県立筑紫丘校長で現在も一教諭としてご活躍の渡
邊啓明先生から「定年を迎えて～教育現場の不易と流行～」という演題で、
「何があっても守っていかなければならないもの」と「逆に思い切って壊し
ていかなければならないもの」があること等、示唆に富んだご講演をいた
だきありがとうございました。
　その後の懇親会では、傘寿（16回生）と古希（26回生）のお祝いの後、
「我が逍遙歌」を大きな声で合唱し、「博多どんたく総踊り」を全員シャモジ
を持って輪になって踊りました。みんなのボルテージはさらに上がって行

介・記念写真を撮る時間を設けました。余興では直方から参加の栗
原久美子氏（25回生）による手品が披露されました。その後、出身中
学ごと壇上に上がり中学校歌を伴奏に合わせ歌いました。この試み
は毎年、参加者の新たな発見と出会いを生み、楽しい催しとなって
います。そして当番幹事（25回生）によるくじ引きイベントでは、景
品として福岡の名品を楽しんで頂きました。
　懇親会の司会では昨年同様、俳優の芳野友美（51回生）さんにも
お手伝いをいただきました。
　終盤は今年度の本部当番52回生の三宅賢実行委員長から、
2025年10月の飯塚本部の同窓会は母校の体育館で行う等のお知
らせがありました。
　そして森藤健文氏に力強い応援エールを
切って頂き、皆で校歌を合唱し、最後に篠田芳
典氏の万歳三唱でお開きとなりました。ご参加
の皆様、誠にありがとうございました。
東京支部 支部長　伊藤 房憲（高校２０回生）

左から、アデレードウィレット、テイラーウィリアムヒル、チャンザチコンディ

スクールサポーター企業のご紹介（50音順・敬称略）
■秋好尚美（高40回生）■㈱アービックホームズ（高31回生）■飯塚信用金庫（卒業生多数）■社会保険稲築病院（高47回生）■井上洋服店（高
24回生）■今心㈱（高32回生他）■筑豊情報マガジン「WING」（高51回生）■植野徹（高37回生）■㈱エース・デンタル（高30回生）■Enishi 
CM Technology㈱（高30回生）■榎本多賀子（高30回生）■大塚修一（高19回生）■大塚石材株式会社（高32回生）■OKINAWA KISEKI-
HOUSEEAST＆WEST（高30回生）■オートテクノトダ（高46回生）■鹿子嶋鯉佳（高30回生）■餃子とサワー月光（高41回生）■医療法人康和
会「アイ歯科医院」（高17回生他）■佐野医院（高24回生）■㈱昌栄電設（高49回生）■社会福祉法人清知会「なつき保育園」（高32回生）■㈱玉
置（卒業生多数）■㈱ナカジマ建設（高44回生）■中嶋プロパン瓦斯㈱（高35回生）■㈱西田建設（高39回生）■㈱ニッツー（嘉女29回生）■㈱ネ
クストジェネレーション（高41回生）■㈱のがみ「のがみ綜合グループ」（卒業生多数）■野見山洋子（高25回生）■㈱バトス（高30回生）■花田正
（高23回生）■花村電設（高25回生）■林田典子（高31回生）■原田敏規（高23回生）■廣瀬千鶴枝（高30回生）■フェーズワンジャパン㈱（高
30回生）■㈱マクリー「うめはうす」（高24回生）■松尾等（高32回生）■松本益美（高12回生）■村上ホーム㈱（高24回生）■吉岡スタジオ（高
17回生）■楽天生命保険㈱代理店〈佐藤伸一朗〉（高28回生）■㈱リースキン・サトー（高30回生）

スクールサポーター募集について

　嘉穂東高校には英語ネイティブ教員が３名おられます。福岡県の公立高校では、通常1校に１名
の配置です。本校は英語科があるため、英語ネイティブ教員が３名配置されています。そのため、
英語ネイティブ教員による授業時間が多く、実践的な英語指導が充実しています。本校に勤務され
ている英語ネイティブ教員3名が、自己紹介と生徒の印象、そして同窓生の皆さまへの言葉を届け
てくれました。

●自己紹介
イギリスのブリストル出身で、「アディ」と呼ばれ
ています。2024年8月から嘉穂東高校で勤務
しています。日本での生活も楽しみながら、生徒
の皆さんと毎日元気に過ごしています。
●嘉穂東高校生の印象
嘉穂東の生徒はとても明るく、笑顔で挨拶して
くれるのが印象的です。ESS部や昼休みの交流
も、私の楽しみの一つです。
●同窓生の皆様へ一言
嘉穂東高校の素敵な伝統を築いてこられた卒
業生の皆様に感謝します。学校の明るい雰囲気
をこれからも大切にしていきたいです。

アデレード
ウィレット 先生

●自己紹介
イギリスのバーミンガム出身です。日本に来て3
年以上になり、最近は日本語能力試験N2にも
合格しました。音楽や映画、旅行が好きです。
●嘉穂東高校生の印象
行事や部活動に全力で取り組む生徒たちの姿
に、いつも感動しています。この学校ならではの
温かい一体感を、とても素敵だと感じています。
●同窓生の皆様へ一言
卒業生の皆様が作ってこられた嘉穂東高校の
文化と温かさを、日々感じています。今後もその
魅力を次の世代へつないでいきたいと思いま
す。

テイラー
ウィリアム
ヒル 先生

●自己紹介
私は南アフリカのマラウイの出身です。日本に
は10年以上住んでいます。嘉穂東高校の一員
として過ごせることをとても嬉しく思っていま
す。
●嘉穂東高校生の印象
生徒たちはそれぞれ個性が豊かで、日々少しず
つ成長しています。挑戦する姿を側で見守れる
ことが、私にとって大きな喜びです。
●同窓生の皆様へ一言
嘉穂東高校を支えてこられた卒業生の皆様に
敬意を表します。これからも生徒たちの成長を
温かく見守っていただければ幸いです。

チャンザ
チコンディ 先生

「嘉穂東高校同窓会奨学金」制度が創設され毎年数名の生徒に授与しております。さらに1名でも多くの生徒への授与を目的として、「スクールサ
ポーター」というかたちで、嘉穂東高校同窓会への寄付金を受け付けております。1口2,000円となっており、5口以上の企業・団体・個人の方は、
ご希望により同窓会ホームページ内のバナーに掲載・ご紹介させていただきます。下記の郵便振替にてお申込みください。
◎郵便振替：新飯塚駅前郵便局　01790-8-142749「福岡県立嘉穂東高等学校同窓会」
◎スクールサポーターについてのお問い合わせは、〈satsumama0602@outlook.jp〉広報部 部長　辻塚（高校42回）まで

同窓会給付型奨学金授与式 ■2025年3月14日（金）
　第77期生を対象とする嘉穂東高校同窓会給付型奨学金の授
与式が母校校長室にて執り行われました。平成27年に創設され
今回で11回目を迎えます。校長推薦で選ばれた3名の生徒に花
田同窓会会長より、保護者の皆様、先生方、同窓会役員の同席の
もと、奨学金が手渡されました。
　この奨学金は、同窓会会員による「スクールサポーター」の基金
により実現されています。授与された生徒達からは、感謝の気持
ちと同窓生としての誇りを持って努力していくという挨拶があり
ました。この制度が、より高い目標を持った生徒の一助になる事を
強く願っています。 　広報部　林田 典子（高校31回生）

　今回は役員改選という節目の開催でもあり役員、幹事は
今までより一層力の入った会員の勧誘になりました。
　新役員には私（21回生）の他に副支部長に浅川 浩君
（27回生）、同じく森藤健文君（50回生）が就任し、役員が一気に若返り、お二人
の活躍を期待します。
　例年の案内状への「手書きでのお誘いの手紙」の封入の件数を増やし、電話
でのお誘いの呼び掛けもより多くの会員にすることになり、その結果、会員50
名、来賓、当番生、ゲスト会員（関西在住以外）など30名で計80名の参加で従来
になく賑やかな総会・懇親会となりました。
　懇親会ではいつものように「長寿祝い」「大福引大会」「会員作品展」「当番生
のビデオ」そして幹事の50回生宮有さん（作業療法士）による認知症予防講座
「脳が喜ぶエクササイズ」の講演等どれも好評で会を盛り上げてくれました。
　今回新しい試みとして同行者の参加も可能とし、車椅子での参加（介護者は

■開催日：令和7年10月25日(土)　
■場　所：嘉穂東高等学校

桜の花も咲き残ってくれる中、例年通り30名のご出席を頂き、開催することができました。
　本部より花田会長ほか2名の役員の方、福岡支部より小川支部長ほか2名の役員の方、
関西支部より伊藤副支部長ほか1名の方、今年度着任なさった母校の井地校長先生にもご
出席いただきましたことを厚くお礼申し上げます。また、嘉穂高校熊本支部より3名ご出席
頂きました。
　恒例の熊本城城主くじは、本部副会長、緒方圭子様が見事引き当てられ、新しい「城主
様」となられました。熊本城においでの際は「城主芳名板」で「福岡県立嘉穂東高等学
校・・・」と検索していただけたら歴代の「城主様」のお名前がたくさん出てきますので、是非
ご覧になってください。校歌斉唱では、50回生の森藤さんと51回生の多賀谷さんの元応
援団のお二人の力強いエールを頂いて、盛大に歌うことができました。今年99歳になられ
た嘉女26回の前田燁子さんと電話を繋ぎ、電話口で校歌を
歌っていただくことができました。
　最後になりましたが、皆様のお力添えのおかげで20回の
節目を迎えることができました。実行委員一同心からお礼申
し上げます。
　2026年も4月第一土曜日に開催の予定でおります。皆様
どうぞ熊本にお越しください。

代表　畠山 祐子（高校32回生）

第20回 嘉女・嘉穂東会
inくまもとの報告
■開催日：2025年4月5日（土）
■場所：アークホテル熊本城前「朝顔の間」

第16回 関西支部総会・懇親会の報告
■開催日：2025年4月19日（土）
■場所：天満橋・大阪キャッスルホテル
　3F錦城閣 京阪電車/地下鉄・天満橋駅上

本校の英語ネイティブ教員を紹介します。

英語ネイティブ教員との日常的な交流を通じて、
実践的な英語力と国際感覚を育みます。

常時受付中！

第32回 福岡支部総会・懇親会の報告　■開催日：2025年6月21日（土）　■場所：八仙閣 本店

本部だより
同窓会 総会・懇親会

の報告

母校だより
母校副校長　長尾 

俊太郎

　今回は70名の方々に参加して頂きました。東京支部当
番の25回生は、前回初参加だった篠田芳典氏の声掛け
により、全国から9名の方にお集まり頂き、準備作業から
会のスムーズな進行までご尽力して頂きました。厚くお礼
を申し上げます。
　総会では、役員紹介の後、前年度の活動・決算報告、今
年度の活動予定・予算案が審議され承認されました。懇親
会では、同窓会本部から花田正会長、原田佳尚副会長
（25回生）、野見山洋子副会長（25回生）、本校から井地
誠校長、福岡支部から野見山武典幹事長（25回生）、関
西支部から伊藤日出雄支部長と森藤健文副支部長、飯塚
市からは藤江美奈副市長にご出席いただきました。また

東京福岡県人会で親交ある嘉穂高校、飯塚商業高校、稲築高校、西田川高
校のOBの方々をお招きし、広く交流を図ることができました。
　和やかな歓談の後には卒業年次ごとにメンバーが壇上に上がり、自己紹

2025年 東京支部総会・懇親会のご報告
■開催日：2025年5月24日（土）
■場所：ホテルグランドアーク半蔵門

　2025年度同窓会総会が「嘉穂東高等学校視聴覚室」・懇親会が「嘉穂東高等学校
体育館」にて開催されました。総会では提出された全議案が可決されました。
　懇親会のオープニングは、吹奏楽部による演奏に合わせて書道部が書道パフォー
マンスを披露してくれました。その後三宅実行委員長による開会宣言、花田同窓会会
長・来賓の方々によるご挨拶、そしていよいよ乾杯です。
　校舎は通学していたころとは変わっているけれど学校での開催ということもあり、
各テーブルでは久しぶりに再会した同級生とあの頃に戻ったように会話に花が咲き、
会場は笑顔でいっぱい。還暦祝いでは、36回生の皆さんが赤いちゃんちゃんこを着
ての写真撮影、飛び入りの歌の披露もありとても賑やかでした。
　当番生による御神楽、福引抽選会ではフレディ・マーキュリーの司会進行で発表さ
れる当選番号に一喜一憂、会場の盛り上がりもピークです。出席者最高齢90歳の方
の紹介があり、次期当番53回生への引継式を終え、応援団演舞、そして校歌と吾が逍
遥歌を全員で肩を組み斉唱し、万歳三唱、会場がひとつになった瞬間でした。多情多
感な高校時代に通った母校での開催は、感慨深く、心に残る懇親会になりました。
　当番の52回生の皆さん、ありがとうございました。本当にお疲れさまでした。

広報部 部長　辻塚 恵子（高校42回生）

同窓会支部だよ
り

総会・懇親会・同期
会

き、元応援団のエールをバックに校歌斉唱へと続き、会場の雰囲気は最高
潮に達しました。最後は博多恒例の「祝い目出度」と藤さんに手一本を入れ
ていただきめでたくお開きとなりました。
　大いに盛り上がり、楽しくて、素晴らしい同窓会となりました。皆さん、来
年も福岡で待っちょります。

福岡支部 支部長　小川 民夫（高校20回生）

娘さん）、ご夫婦（奥さんは会場近くを観光）、また「物品カンパ」など
新しい試みも取り入れました。
　生き生きと交流できる支部を目標に、心のこもった呼びかけや企画
で繋がりを広めて会員の参加を増やしたいと考えています。

関西支部 支部長　伊藤 日出雄 （高校21回生）

母校が会場！思い出の校舎で笑顔はじける同窓会。

フレデ
ィ！？




